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1. 研究目的

舞踊を踊る際, 踊る者に様々な体感が生起する

ことは先の研究にて明らかである (柴・1997)。ま

た, 舞踊経験: 者と舞踊未経験者との比較では, 経

験者の方が舞踊運動の体感が明確であることが導

かれた (柴. 2003) が, 踊 る技術の習熟 と体感の関

連は未だ充分に解明されていない。そこで今回は, 

舞踊運動の繰 り返 し練習による踊る技術の変化 と

体感の変化をみることから, 両者の関連を明らか

にすることを目的とした。

2. 研究方法

被験者が踊った舞踊運動と, その時に体感 した

感情語 (5語 以内の自由記述) の記録 より, 踊 る

技術の習熟と体感の変化の関連をみた。

2.1. 実験材料の舞踊運動の設定

柴らによる先行研究1に て作成された31種 類の

舞踊運動から, 舞踊経験の浅い被験者 が取 り組み

やすいと考えられる2種 類 (舞1: 「大きい」=身

体 を大 きく伸び伸びと使 う踊 り, 舞2: 「楽 し

い」=ス キップとジャンプにより身体が上下に弾

む踊 り)を 実験材料の舞踊運動 として選択 した。

2.2. 被験者および舞踊運動の練習と収録

被験者は, 神戸大学発達科学部舞踊系運動方法

論実習の受講生で, 実習を既に履修 している。実

験は, 2002年10月10日 ～11月7日 に体育館での授

業の中で実施 した。練習 と収録は以下の表に示す

日程で行なった。

3. 結果および考察

3. 1. 踊る技術の評価
"運動がひとつの流れをも

って, 舞踊運動とし

てつながっていること"を 基準(3点)と し, 5

段階で評価した。評価はビデオを見て舞踊研究者

4名 の合議で行なった。その結果, 舞1で は1か

ら3回 目で評点が下がった被験者は1名 のみで, 

その他 は0. 5～2点 の上昇が見 られた。 とくに, 

動きと動 きの繋が りがスムーズになる点に習熟を

捉えることがで き, 全体として, 「伸び伸 びと大

きく」 という質感は表現性を伴って舞踊運動の中

によく現れていた。同様に舞2で は, 2か ら3回

目の評点の伸びが低 く, 3回 目で基準点の3を 超

えた者は5名 のみであった。その原因として腕 と

足の連動が困難であったことが推察される。後半

のジャンプのリズムのとり方を習得 している者は

2名 であり, 全体的に, 運動そのものの練習が3

回では充分でないと考えられる。

3.2. 感情語にみる体感の変化

舞1の 運動後に得られた感情語は1回 目=38語,

2回 目=28語, 3回 目=45語, 舞2で はそれぞれ

27語, 40語, 42語 であった。 これらを統計的に処

理し, コレスポンデンス分析 によって, 感情語と

舞踊運動の近さを表わしたのが図1 (舞1)と 図2

(舞2) であ る。 統計処 理 に は, SPSSI1. 5J,

Categoriesを 用いた。

 舞1で は, 1回

目 は 「大 きい 」

「ゆったりとした」,

2回 目は「楽しい」,

3回 目は 「伸びや

かな」「大らかな」

という感情語がそ

れぞれ近 くにあり,

設定者が想定 した

「大 きい」感 じは,

3回 の練習を通 し

て大まかに捉えら

れている。

 舞2で はいずれ

の回も被験者の3

分の2が 「楽 しい」

感じを捉えてはい

るのだが, 1回 目

はその他に特徴的に体感 された感情語がない。 こ

れは舞踊運動 自体が難 しく, 動 きを充分に習得で

きていないために, 体感が単調になったのではな

いか と考えられる。

4. ま と め

以上の結果より, 踊る技術の向上は体感の深ま

りと広が りを助けるという相互関係が考えられる。

しか し, 舞踊運動2の ように被験者にとって習得

が難 しい場合は, さらに練習を積み重ね, まずは

流れをもってスムーズに踊れるようになることが, 

体感の深まりと広が りを保証すると推察される。

また逆に, 体感が豊かになることで, 踊る技術が

さらに向上するであろうことは, 検証すべき今後

の研究課題である。

図1 舞踊運動1と感情語の親近性

図2 舞踊運動2と感情語の親近性
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